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イヰ 1;1命丈は、タングステン上に吸着したセシウムの '1古川l見離に|対する研究の rJX:山と W f-.への Cs f!;f"( 
(Cs /W と略符i;- を以後}Ilp る)吸着層の形成する 125気双恒 rの大きさを浪れ主したが;県について述べ




論文は 6 lt: からできている。




〔第 3 章・ W上からの Cs の電界脱離〕では Cs の電界脱離現象を系統的に研究し、脱離に必要な電
界強度、脱離エネルギ一、吸着密度、温度、基盤の性質などの相互関係をあきらかにしている。















ライザー、イオンエンジン、熱屯 y. )t'i'立などへの利円j が期待されるアルカリ原子の炎面イオン化現象
に対してイ'11t な基礎データを与え、"'U {-]~'予に寄与するところが大き Po よって本論文は博士論文と
して価値あるものと認める。
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